
 

2023 年度（2024 年 3 月）卒業時アンケート 調査結果の総括 

 2020 年 3 月卒業時アンケートからオンライン形式で実施しており、今回（2024 年 3 月）

も、多くの皆さんにご協力いただき、最終的には 85％以上の回答率がありました。ＦＤ委員会

を中心とした分析結果を以下の通り報告します。 

 

 
■■ 教育福祉学部 ■■ 

 

  

 卒業時に学生生活を振り返ると、本年度も両学科ともに「卒業研究（卒業論文）、ゼミ活動」

に力を入れた者が多いことが確認できました。学習面では、子ども学科は「実習（教育・保育

等の学外実習）」「卒業研究（卒業論文）、ゼミ活動」「専門教育科目の勉強」に、スポーツ教育

学科は、「部活動・サークル活動」「卒業研究（卒業論文）、ゼミ活動」「就職のための準備（対

策講座等）」に力を注いだことが読み取れます。 

 各学科の教育内容を反映した結果と言えるかもしれませんが、学生生活で身につけた力とし

て、例年同様に両学科とも「コミュニケーション能力・人間関係を構築する力」「チームワーク、

リーダーシップ」が上位にきています。是非、社会に出て、その力を発揮してくれることを期

待しています。 

 入学時調査、各学期の授業評価アンケート、学生生活調査等の結果から、読書習慣がなく、

授業時間外の学習（予習・復習）時間が少ない傾向を把握していましたが、両学科とも「一般

教養科目の勉強」「専門教育科目の勉強」と回答する学生の割合が高いことから、もっと学業に

取り組めばよかったと考えている者が多いことが読み取れます。「数理的な能力・情報リテラ

シー」の状況と合わせ、引き続き課題が残る結果となりました。  

 また、ディプロマポリシー（DP）の達成度を尋ねる設問では、特にスポーツ教育学科では昨

年度より高い結果、学部全体としては昨年と同程度の結果となりました。あくまでも学生自身

の自己評価ですが、2021 年度入学生から導入された DP ルーブリックの評価と合わせ、今後の

動向を確認していく必要があります。  

 教育内容・環境等への満足度については、学部全体で「良い友人との出会い」が例年同様に

最も高い結果となり、「良い先生との出会い」も 2 番目（昨年度も 2 番目）に高い結果でした。

学生同士が繋がりを持ち、先生と学生が学び合う様子が回答結果から確認できたことは、本学

の強みである、きめ細やかな支援の一端（小さな大学で大きく学ぶ）を示している数字だと見

ています。 

 「卒業論文や卒業研究の位置づけ」は学部全体で 4 番目（昨年度も 4 番目）に高い結果でし

た。ただし、少なくとも子ども学科ではゼミ間（教員間）の差に課題が残る結果となったため

（学科平均 4.01、最高 4.50、最低 3.43）、今後も様子を見ていく必要があります。  

 一方、例年の傾向ではありますが、学部全体では「びわ学キャリア塾（教師塾、仕事塾」、ス

ポーツ教育学科では「悩みを相談できる体制」といった進路指導体制や、「学習環境（図書館、

体育施設、PC 等）」、教育課程などに引き続き課題を残す結果となりました。 

 びわこ学院大学で学んで良かったと感じていただける卒業生を 1 人でも増やすことが教職員

の願いですが、その実現のため、優先順位を決めて対応する必要があります。  

最後に、本調査の実施にあたって、回答に協力いただいた皆さんにお礼申し上げます。また、

卒業後の活躍を願っています。  
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